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【はじめに】 

豚丹毒(以下 SE)は、豚丹毒菌(以下 ER)の感染による届出伝染病で、急性の経

過をたどる敗血症、亜急性型の蕁麻疹、慢性型の関節炎及び心内膜炎を引き起こ

す[1]。さらに、近年、全国的に新しい遺伝子型を示す ER(以下、新型株)による

急性敗血症が報告されている[2]。2015 年(平成 27 年)度、管内養豚団地内の農

場において県内初となる新しい遺伝子型の症例を確認し、対策を実施したのでそ

の概要を報告する。 

 

【発生状況】 

3 農場(以下 A、B、C)の養豚団地内の A、B において SE が発生した。 

A 農場は母豚 90 頭規模、一貫経営の畜主が所有する肥育農場で、約 100 日齢

で別サイトから本農場へ移動していた。2015 年 4 月に肥育豚 10 頭が急死し、病

性鑑定を行った結果、解剖所見では胃・小腸粘膜の充出血、脾臓の腫脹などがみ

られた。細菌検査では全身臓器から ER が分離された。さらに約 8 か月後の 12

月に肥育豚 4 頭が急死し、SE の再発生が認められた（図 1）。 

B 農場は母豚 30 頭規模、一貫経営の畜主が所有する農場で、本農場内に全て

の豚舎がある。6 月に出荷した豚 3 頭が、ER による疣贅性心内膜炎として、と畜

場で摘発された（図 2）。 

両農場の分離株について血清型別検査及び SpaA 遺伝子高度変異領域のシーク

エンス解析を実施したところ、いずれも血清型 1a、遺伝子型 SpaA-609G 型であ

り、新型株による発生と判明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 A 農場の発生状況 図 2 B 農場の発生状況 



なお、C 農場は 9 月から団地へ新規参入し、肥育舎を新設したが、発生は確認

されていない。 

 

【検討内容及び対策】 

（１）衛生管理対策  

両農場の発生直後及びワクチン接種後の抗体検査と分離株の薬剤感受性試験

を実施し、この結果をもとに、衛生管理対策として、ワクチンの接種と抗生物質

の投与を指導した。 

① A 農場では、120 日齢以上で感染抗体価が認められ、移動後の感染が示唆 

されたため、母豚へのワクチン接種を継続するとともに、肥育豚へは感染時 

期に間に合うように新たに不活化ワクチンの 2 回接種(40～70 日齢)を指導 

した。また、分離株の薬剤感受性試験では、従来の ER と同様にペニシリン 

系、セフェム系、マクロライド系に対して高い感受性が認められ、ペニシリ 

ン系薬剤による治療と予防を行った（図 3）。 

対策をしてから約 4 か月後の検査では、すべての日齢で陽性値を下回って 

いた（図 4）。しかし、抗体価の上昇がみられないことから、ワクチンがテ 

イクしていないことと、効果が持続していない可能性が示唆されたため、接 

種手技と接種回数の再検討、指導を行っていたが、その最中、12 月に SE が 

再発生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 A 農場の発生直後の抗体保有  
状況及び対策内容  

図 4 A 農場の対策後の抗体保有状況  
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【まとめ】 

対策を行った結果、C 農場及び管内の他農場での発生は確認されていない。 

また、A 農場では出荷間際の豚が急死し、さらに対策中に再発生したことから、

新型株の病原性は強く、ワクチン、抗生物質及び飼養衛生管理基準の３つの対策

を総合的に実施する必要があると考える。 

今後も、発生農場について定期的に抗体保有状況を調査し、農家毎に対策を立

てるとともに、情報共有を図り、SE のまん延防止に努めたい。 

 

【参考文献】 

[1]明石博臣ら：動物の感染症<第三版>、近代出版（2011）  

[2]下地善弘：臨床獣医、緑書房（2012、3） 

 


